





２． 相手先および内容：Mr. Worachat Dulayasatien（タイ カセサート大学理学部 
博士課程、分析技術の研修および講演会の開催 










１． 国際交流活動名： 外国人研究者招聘（長期） 
２． 相手先および内容：Dr. Janice Y. Uchida （University of Hawaii at Manoa, Dept. Plant and 
Environmental Protection Sciences ）、招聘 
３． 2009 年 4 月 14 日 ～ 7 月 31 日  
４． 活動資金等： 日本学術振興会（旅費・滞在費等）  
 
福井 糧 
１． 国際交流活動名： 海外出張（研究）  
２． 相手先および内容：University of California at Riverside, Dept. Nematology、  
共同研究  
３．期間：2009 年 8 月 6 日 ～ 9 月 25 日  













２．相手先および内容：アメリカ（サクラメント）、16th International  
Plant Nutrition Colloquium、ポスター発表 







1)2008 年 8 月 9 日 ～8 月 17 日 トルコのイスタンブールで開催された第 14 回国際ウイルス学会
議に出席した。学生１名が同行し、口頭発表した。 










4)2010 年 3月 27 日 植物病理学研究室８０周年記念会で農学部国際シンポジウムを開催した。３
名の外国人研究者、３名の大学院生の計６名が英語で口頭発表した。 
The 80th Anniversary of the Laboratory of Plant Pathology 
 "International Symposium on Plant Virology in Asia" 
5)外国人研究者の受け入れ 
 ①インドネシア・マタラム大学農学部・講師 Mery Windarningsih 
  2009年 11月 29日～2010年 2月 25日 インドネシアの Sandwich Program （DIKTI scholarship）
で来日 
 ②インドネシア・ガジャマダ大学農学部・講師 Sedyo Hartono 




1）2008年 11月 15日～11月 21日 アメリカ合衆国ネバタ州リノ アメリカ昆虫学会大会シンポジウ
ム招待講演発表 関連の昆虫研究者と情報交換 
2）2008年 10月 7日 ～10月 14日 インドネシア インドネシアにおける野菜及びダイズのアブラム
シ類とその天敵類調査 ボゴール(ボゴール農科大学)、ジョグジャカルタ（ガジャマダ大学）で国
際セミナー発表 
3）2009年 8月 29日～9月 5日（8日間） オーストラリア Gold Coast 第 9回アザミウマとトス
ポウイルスに関する国際シンポジウム出席 アザミウマ Thrips parvispinus に関してとウイルス
罹病葉に対するアザミウマの誘引性について 2課題発表 







Thirteenth International Symposium on Phototrophic Prokaryotes, Montreal, Canada (Aug 9-14, 
2009) 口頭発表 I. Maeda, K. Yoshida, M. Harun-ur-Rashid, Recombinant purple bacterium, 
Rhodopseudomonas palustris, harboring the crtI reporter gene to monitor environmental toxic 
metals. 
 
Thirteenth International Symposium on Phototrophic Prokaryotes, Montreal, Canada (Aug 9-14, 
2009) ポスター発表 I. Maeda, A. Inaba, K. Yoshida, Characterization of carotenoid cleavage 
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2009 年 10 月 
 
炭素動態に関する現地調査  
 海外調査 タイ 2010 年 1 月 
 
炭素動態に関する現地調査  











 調査打合せ 台湾 2010.3.20～24 アジアの乾燥地農業 中興大学 
 海外調査 大韓民国 
2009 年 4 月 21


















Dehydration system of high-moisture 
biological wastes using spontaneous  
self-heating process 
Ningbo University, 
China,  Mar. 6,  2010 
 
 
  
森林科学科 
 
 
第４回タイにおける宇都宮大学―カセサート大学林学部国際連携森林科学野外実習 
期日：2010年２月 13日～３月１日 
内容：カセサート大学、ユーカリプランテーションを始めとするタイの森林地帯、製材工場、農場、
サケラート環境研究ステーション、チャトチャックのマーケットなどを訪問・見学 
参加：宇都宮大学学生１２名（農学部９名、国際学部２名、教育学部１名）教員２名、TA１名、 
カセサート大学林学部全教員と学生 
 
 
 
